
子
を

も
つ

こ

と
は

や
さ
し

い
が
 

真
の

親

に
な

る
こ

と
は
む

ず
か
し

い
 

◆
溺
愛
 
依
頼
心
が
強
く
、
独
立
心
の
な
い
児

に
な
る
。
 

◆
厳
格
 
不
安
に
お
び
え
、
自
信
を
失
う
子
に

な
る
。
 

◆
放
任
 
ふ
し
だ
ら
で
、
ご
ま
か
し
の
子
に
な

る
。
 

ー
青
少
年
育
成
県
民
運
動

ー
 

子どもを健やかに育てるには 

子は親のかがみ， 代
理
人
の
登
録
印
鑑
も

必
要
で
す
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現
在
、
市
の
給
水
ル
象
は
、
 

約
二
万
四
千
人
・
六
千
戸
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
年
々
増
大
す
る

傾
向
に
対
処
す
る
た
め
、
年
間

三
百
メ
ー
ト
ル
程
度
の
配
管
工
 

事
を
行
な

っ
て
き
ま

し
た
。
 

し
か
し

な
お
需
要

に
間
に
A
ロ

わ
な
い
実

情
で
そ
の

対
策
が
急

務
と
な
っ

た
こ
と
か

ら
、
佐
々

木
市
長
は

抜
本
的
な

上
水
道
拡

張
工
事
を

検
討
、
昭

和
四
十
一
一

年
度
か
ら

五
か
年
計

画
で
工
事
 

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
工
事
は
、
総
額
四
億
一
一

千
百
万
円
を
見
込
み
、
完
成
の

昭
和
四
十
六
年
度
に
は
、
給
水

人
ロ
は
現
在
の
ほ
ぼ
二
倍
の
四
 
 

、
 

ー
フ
 
う
沢
は
 
（
 

》
 

」
‘
 
買
氾
噸
 
（
 

「
●
・
 
一
 
こ
 
、
そ
 

、
 

」
っ
、

・L
 

ば

て
 
D
 

、
 

一
内
ま

吐
a
対
 
一
 

爵
凱
綴
鴛
 

「
！
】
 

ガ
 
こ
、不
 釘

）
 

、
・
‘
 

た
 
ま
 カ
」
靖
【
 

、
→
・。
 

な
 
た
 
ォ
挺
〈
 

、
J

，一
 

あ
 
、
の
 謙
〈
 

〈
 」
」
 

Jd

《
（
＼
本
』
》
 

)

‘
ハ
 

と
山
レ

（
 

？

ー
‘

f
？

、
・「
、

三
・
・‘
了

ニ
ー
ニ

ー
？

二
」
 

万
人
、
 一
日
の
最
大
給
水
量
は

一
万
二
千
ト
ン
に
な
り
ま
す
。
 

工
事
計
画
は
、
元
町
浄
水
場

の
導
抹
管
・
戸
過
池

．
沈
澱
池

配
水
池
な
ど
の
諸
施
設
の
整
備

拡
充
に
よ
り
、
給
水
能
力
を
四

千
ト
ン
引
上
げ
、
飯
詰
浄
水
場

も
飯
詰
ダ
ム
建
設
と
タ
イ
7

ッ

プ
し
て
千
ト
ン
か
ら
五
千
ト
ン

に
引
上
げ
る
も
の
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
に
、
元
町
浄
水
場

え
の
導
水
本
管
工
事
も
約
二
百

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
完
成
し

松
島
全
地
区
の
配
管
工
事
も
、
 

あ
と
金
山
地
区
の
一
部
を
残
す

の
み
と
な
り
、
い
よ
い
よ
来
年

度
か
ら
は
、
待
望
の
松
島
全
地

区
の
給
水
が
実
現
し
ま
す
。
 

ま
た
、
元
町
浄
水
場
拡
張
工

事
と
併
行
の
、
栄
‘
梅
田
・
七

ツ
館
・
浅
井
地
区
へ
の
配
管
工

事
も
順
調
に
進
み
、
来
年
度
完

成
の
見
込
み
で
す
。
 

一
 

元町浄水場工事すすむ 
40.0O(〕人、12.000トン給水目ざして 

（佐々木市長） 

印
鑑

登
録
で

お
願

い
 

九
月
一
日
か
ら
の
印
鑑
制
度

の
改
正
で
は
、
大
変
ご
手
数
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。
 

さ
て
、
代
理
人
に
よ
る
届
出

及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
交
付
申

請
の
際
は
、
本
人
の
登
録
印
鑑

は
勿
論
、
代
理
人
の
登
録
印
鑑

も
必
要
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
代
理
人
が
五
所

川
原
市
以
外
の
人
の
と
き
は
、
 

共同募金にご協力を

達成額の80％は当市に配分 

こ
と
し
も
、
 

十
月
一
日
か
ら

三
十

一
日
ま
で

共
同
募
金
・
赤

い
羽
根
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。
 

恵
ま
れ
な
い
人

や
、
災
害
時
の

緊
急
援
護
な
ど

の
た
め
、
こ
と
 

代
理
人
の
住
所
地
の
市
町
村
長

が
発
行
し
た
，
印
鑑

（
登
録
）
 

証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

た
だ
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書

交
付
申
請
に
限
り
、
代
理
人
が

運
転
免
許
証
も
し
く
は
、
公
的

機
関
で
発
行
し
た
身
分
証
明
書

を
提
示
し
た
と
き
、
ま
た
は
係

員
が
顔
見
知
り
の
と
き
は
、
印

鑑

（
登
録
）
証
明
書
添
付
の
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

昨
年
度
は
，
九
十
七
万
四
千
六

百
円
が
集
ま
り
、
目
標
額
の
百

％
を
達
し
得
ま
し
た
。
 

こ
の
う
ち
、
八
十
％
強
の
七
十

八
万
四
千
四
百
十
四
円
が
当

市

に
配
分
に
な
り
、
保
育
所
、
季

節
保
育
所
、
水
火
災
被
害
者
、
 

才
末
た
す
け
あ
い
、
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど

に
分
配
し
ま
し
た
 



学
園
都
市
宣
言
そ
の

後
 

り
っ

は
な

市
民
と

な
る
た

め
に
 

H
分
の
い
の
ち
を

大
切

に
す
る
と

共
に
、
他
人

の
い
の
ち
を
も
大
切

に
す
る
 

一
、
み
ん
な
の
中
の
ひ
と

り
と
し
て
、
 

ょ
い
事
は
進
ん
で

実
行
す
る

一
、
も
の
ご

と
の
す
じ
み
ち
を
考
え
、
 

自
分
の
力
で

L
夫
す
る
 

一
、
こ
と
ば
づ

か
い
に
気
を
つ
け
、

進

ん
で
本
を
読
み
、
美
し

い
も
の
を

求
め
、

心
豊

か
な
人
に
な
る
 

一
、
は
た
ら
く

こ
と
の
意
味
を
考
え
、
 

仕
事
を
と
に

し
て
世
の
中
に
役
」v
 

つ
人
に
な
乙
 

ー
五
所
川
原
市
教
育

委
員
会
ー
 

'
 

轟麟麟麟 

麟難曹曹 
敵
 

譲
 

維 

羊費年 

三ン三 
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」
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麟 
7 月上旬、鉄橋と北斗グランドの中間に、野球スポーッ少
年団専用の、北星球場をつくりました。 

3 月下旬、好評の少年用グランドに、鉄製のー り子 ソト 
12張を36万円で設畿しました。 	 ， 

7 月 12日、市立東小学校建設の起工式を行ないました。東
小は、市初の統合小・鉄筋 3階建てです。 

一中協賛会の好意により、一中に角力場が出来、7月 4日土 7月 1日、南小学校に43名の留守（共稼ぎ）家庭学級を設置 
俵開きを行ないました。 	 しました。先生は、母の会の門伝博十さんと清水光枝さん 

県立五所川原高校の新築工事が 7月から始まりました。鉄
筋5ンクリート 3階建てで昭和46年3月完成の見込みです。 

9月8日、北斗グランドで第 2回市内小学校体育連合大会が 7 月25日、梅泉小学校プールの落成式を行ないました。翌

行なわれました。市内18校から約3000人が参加しました。 日は藻川小学校ブールの落成式も行ないました。 



麟
三
好
中
、
二
十
 

”
五
日
沖
飯
詰
小
 

）
・
松
島
小
、
と
 

九
月
の
日
程
を
 

紺
す
で
に
終
え
、
 

（
十
月
は
二
日
南
 

10月相日は 

体育の日です 

スポーッにしたしみ

健康な心身をつくりま

しよう 

祝・祭日には日の丸を 

'
 

市
消
防
本
部
内
に
あ
る
市
交

通
安
全
対
策
室
で
は
、
さ
き
に

松
下
電
機
か
ら
贈
ら
慧

交
通

安
全
移
動
教
室
車
の
利
用
に
つ

・

い
て
、
九
月
九
日
、
市
中
央
公

民
館
に
、
市
内
小
・
中
学
校
の

交
通
安
全
教
育
担
当
の
先
生
方

と
打
合
わ
せ
会
を
開
き
、
次
の

日
程
の
よ
う
に
移
動
教
室
を
開

く
こ
と
を
決
め
、
早
速
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。
 

十

一
日
野
里
小
、
十
二
日
東
小

高
野
校
舎
・
東
小
前
田
野
目
校

舎
、
十
三
日
梅
泉
小
、
十
七
日

七
ッ
館
小
・
栄
小
、
十
八
日
羽
 

住
宅
改
良

資
金
を

貸
し

ま
す
 

本
年
度
第
二
回
の
住
宅
改
良

資
金
の
貸
付
け
は
、
九
月
十
六

日
か
ら
、
十
月
十
五
日
ま
で
の

期
間
で
申
し
込
み
を
受
付
け
て

い
ま
す
。
 

な
お
、
貸
付
け
要
項
な
ど
は

第
一
回
目
と
同
じ
で
す
が
、
詳

し
い
こ
と
は
、
五
所
川
原
土
木

事
務
所
か
、
市
役
所
市
民
課
住

宅
係
に
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ま
た
、
市
政
ニ
ュ

ー
ス
六
月

十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
、
 一
般
個
人
住
宅
・
農
山
漁

村
住
宅
建
設
資
金
貸
付
け
の
申
 

⑧
 
し

込
み
受
付
け
は
十
二
月
二
十

七
日
ま
で
に
延
長
し
ま
し
た
か

ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

野
木
沢
小
、
一
一
 

」十
四
日
栄
中
・
 

小
、
六
日
五
小

七
日
田
川
小
・

藻
川
小
、
九
日

松
野
木
小
・
長
 

橋
中
、
十
三
日

飯
詰
小

・
飯
詰
 

中
、
十
四
日
毘
 

沙
門
小
・
中
川
 

中
、
十
五
日

一

野
坪
小

・
鶴
ケ
 

岡
食

十
六
日
七
和
中
、
そ
し

て
最
後
は
第

一
中
学
校
で
ニ
十

日
に
開
く
予
定
で
す
。
 

自
分
の

為
の
大
掃
 

除
を
し

て
下
さ
い
 

大
雨
の
九
月
も
過
ぎ
、
こ
れ

か
ら
は
、
ス
カ
ッ
と
サ
ワ
ヤ
カ

な
十
月
小
春
日
和
が
続
き
ま
す

ご
多
忙
の
毎
日
で
し
ょ
う
が
、
 

天
気
の
良
い
日
を
選
ん
で
、
大

掃
除
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
こ

と
し
の
秋
季
大
掃
除
指
導
日
程

十
月
分
は
、
次
の
よ
う
に
決
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
次
の
う
ち
、
前
と

は
午
前
九
時
、
後
と
は
午
後

一

時
の
こ
と
で
す
。
 

●

十
月
一
日
前
・
田
町
栄
町

後
・
新
町
・
平
井
町
、
●
二
日

前
・
湊
・
千
鳥
町
・
松
島
町
、
 

後
・
田
園
調
布

・
東
町
、
●
三

日
前
・
川
端
町
・
寺
町
・
岩
木

町
、
後
・
十
川
町
・
成
田
町
、
 

●

四
日
前
・
旭
町
・
平
和
町
、
 

後
・
本
町
・
大
町
 

ま
た
、
前
記
以
外
の
町
内
は

九
月
中
に
お
わ
り
ま
し
た
。
 

7
ナ
タ
百
ま
て
 

ワ
シ
ヤ
九
十
九
ま
で
 

市
老
人
福
祉
大
会
終
る

市
福
祉
事
務
所
主
催
の
、
市

老
人
福
祉
大
会
は
、
九
月
十
七

日
九
時
半
か
ら
、
市
民
文
化
会

館
に
、
関
係
者
約
七
百
名
が
集

ま
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

席
上
、
岩
館
助
役
は
「
多
年

に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
寄
与

さ
れ
て
こ
ら
れ
た
老
人
を
敬
愛

し
、
そ
の
長
寿
を
祝
福
す
る
と

共
に
、
広
く
市
民
が
老
人
の
福

祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深

め
、
か
つ
、
老
人
が
自
か
ら
の

生
活
の
向
上
に
努
め
る
意
欲
を

高
め
、
も
っ
と
も
っ
と
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
お
祝
い

の
こ
と
ば
を
申
し
上
げ
ま
し
た

引
続
き
、
八
名
の
顕
彰
者
に

花
東
を
贈
呈
し
た
あ
と
、
市
議

会
議
長
笹
森
柾
五
郎
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
長
秋
田
修
次
両
氏

の
祝
辞
、
 「
世
相
と
老
人
」
と

題
し
た
、
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
今
泉
房
吉
氏
の
講
演
、
漆

川
の
獅
子
舞

・
五
所
川
原
婦
人

会
の
白
浪
五
人
男
・
市
民
謡
協

会
の
津
軽
民
謡
と
手
踊
り
な
ど

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
長
尾
角

左
衛
門
氏
の
音
頭
で
万
才
を
「
1
 

唱
し
て
十
三
時
閉
会
し
ま
し
た

ま
た
、
こ
と
し
の
大
会
で
、
 

明
治
十
三
・
四
年
生
ま
れ
の
次

の
人
々
を
八
十
八
才
の
米
寿
と

し
て
顕
彰
し
ま
し
た
。
 

古
川
さ
と
（
沖
飯
詰
）
、
其

田
す
な
（
長
富
）
、
高
橋
な
か
 

（
水
野
尾
）
、
小
田
桐
は
つ
 
（
 

元
町
）
、
森
そ
わ
（
布
屋
町
）
 

斎
藤
さ
と
（
神
山
）
、
上
見
ョ
 
 

シ
 （
桜
田
）
、
堀
内
コ

ョ
 
（高

野
）
。
 

以
上
の
よ
う
に
お
婆
さ
ん
ば

か
り
で
、
ど
う
し
て
も
女
が
長

生
き
す
る
よ
う
で
す
。
文
字
ど

お
り
の
女
性
上
位
で
す
。
 

原
子
の
伊

藤
寅

次
 

郎
さ
ん
ら

が
受
彰
 

県
・
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

県
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
、
 

第
七
回
県
老
人
福
祉
大
会
は
、
 

九
月
五
日
（
金
）
十
時
か
ら
青

森
市
民
会
館
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
席
上
、
満
九
十
才

の
長
寿
者
と
し
て
、
当
市
内
か

ら
明
治
十

一
・
二
年
生
ま
れ
の

次
の
人
々
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た

伊
藤
寅
次
郎
（
原
 
子
）
 

斎
藤
 
寅
助
（
大
 
町
）
 

楠
美
シ

ユ
ン

（高
 
野
）
 

泉
 

チ
ョ
（
神
 
山
）
 

川
浪
 
タ
キ
 
（
鶴ケ
岡
）
 

鰐
田
惣
之
助
（
新
 
町
）
 

棟
方
敏

子
バ
レ

エ
 

研
究

所
発
表
会

は
 

十

月
四

日
で

す
 

市
内
中
平
井
町
の
、
棟
方
敏

子
バ
レ

ェ
研
究
所
の
第
十
六
回

発
表
会
は
、
同
所
後
援
会
主
催

東
奥
日
報
社
、
市
文
化
振
興
会

議
、
五
所
川
原
芸
協
、
劇
団
グ
 

、、、
の実
後
援
で
、
十
月
四
日
（
 

土
）
夜
六
時
半
か
ら
市
民
文
化

会
館
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
出
演

者
は
、
福
士
芳
子
さ
ん
ほ
か
延

二
百
名
の
大
勢
で
、
振
付
・
棟

方
敏
子
、
舞
台
監
督
・
沢
田
た

け
み
、
進
行
・
田
中
文
子
、
照

明
・
敦
賀
英
夫
ら
が
、
ス
タ
ッ

フ
を
担
当
し
ま
す
。
 

交通安全移動教室車が活動開始．ノ 

響舞 
帰郷のあいさつ 

私こと、世界青少年交流協会から派

遺され、訪欧日本青少年代表団長とし

て、オーストリアを主体に、西ドイツ

スイス、フランス等を、 8月13日から

約 1か月間の日程で訪問いたしており

まじたが、おかげをもちまして無事そ

の任務を果し、本日帰郷いたしました

今後とも市民の期待に添うよう国際親

善のために微力を尽したいと存じます

なお、私の留守中の、台風 9 号の被

害者には、心からお見舞い申し上げる

と共に、ご心配を煩わしましたことを

深くお詫び申し上げ、復旧のご配慮に

対し心から感謝申し上げまして、帰郷

のあいさつといたします。 

9月18日 

五所川原市長 佐々木栄造 



鼠の駆除は薬剤よりも

兵糧攻めがー番です 

戸驚 
e 醜自 

響 
喫夢 

④ 

青
森
テ
レビ
は
、
警

費
八
 

億
円
で
建
設
を
進
め
て
い
ま
し

・一

た
が
、
中
心
と
な
る
本
社
・
ス

タ
ジ
オ
が
こ
の
程
青
森
市
大
字

松
森
字
福
田
九
十
四
に
完
成
し

ま
し
た
が
、
十
一
月
一
日
の
サ
 

ー
ビ
ス
放
送
、
十
二
月
一
日
開

局
の
放
送
設
備
を
進
め
て
い
ま
 

郵
便
局

の
簡

易
保

険
で
写
真
を
募
集

し
て
い
ま

す
 

郵
政
省
で
は
、
簡
易
保
険
融

資
施
設
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
 
 

を
 

無
「
式
 
を
取
り
付
け
た
 

難
麟
江
 
鉄
塔
は
高
さ
」
1
 

起
ー

i
ー
‘
 
一

所
 
十
メ
ー
ト
ル
あ
 

蹄
 
り
ま
す
。
 

く
 

こ
の
送
信
所

臨
 
は
市

内
飯
詰
に

繊
嚇
難
麟
 
あ
る
、
五
百
四

十
九
メ
ー
小
ル
の
馬
ノ
神
山
に

建
設
中
で
、
十
月
初
旬
に
完
成
 

の
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
六
月

二
十

一
日
に
行
な
わ
れ
た
送
信

所
の
起
工
式
に
は
五
万
市
民
を

代
表
し
て
岩
館
市
助
役
が
玉
串

を
奉
典
し
ま
し
た
。
 

な
い
ま
す
の
で
、
出
品
希
望
者
 

は
、
次
に
よ
り
十
月
末
日
ま
で

一
〇
六
東
京
都
港
区
麻
布
飯
倉
 

六
ー
一
三
簡
易
保
険
加
入
者
協

会
簡
保
写
真
コ
ソ
ク
ー
ル
係
に
 
 

作
品
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

▲
募
集
要
項
 

◇
テ
ー
マ
ー
と
内
容
 

写
真
の

一
部
に
簡
保
積
立
金

融
資
施
設
が
必
ず
入
っ
て
い

る
こ
と
を
条
件
と
し
、
季
節

感
が
あ
っ
て
詩
情
あ
ふ
れ
る

も
の
、
ま
た
は
地
方
色
豊
か

な
も
の
 

◇
白
黒
の
部
 

サ
イ
ズ
は
、
ネ
ガ
添
付
の
キ

ヤ
ビ
ネ
判
で
、
賞
は
、
特
賞

一
点
一
万
円
、
入
選
五
点
五

千
円
、
佳
作
三
十
点
賞
品

◇
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
の
部

サ
イ
ズ
は
、
キ
ヤ
ビ
ネ
判
の

プ
リ
ン
ト
を
添
付
し
た
三
十

五
ミ
リ
判
以
上
で
、
賞
は
、
 

一
点
三
万
円
、
入
選
三
点

一

万
円
、
佳
作
十
点
賞
品

◇
発
表
 

来
年

一
月
下
旬
、
各
集
配
郵

便
局
の
掲
示
板
ま
た
は
窓
ロ

◇
審
査
 

郵
政
省
簡
易
保
険
局
長
お
よ

び
省
内
の
専
門
家
 

◇
注
意
 

印
画
紙
に
は
、
住
所
、
ふ
り

が
な
づ
き
の
氏
名
、
勤
務
先

ま
た
は
職
業
、
撮
影
場
所
、
 

融
資
施
設
名
、
撮
影
年
月
日

使
用
フ
イ
ル
ム
名
を
槽
書
で

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
未
発

表
ま
た
は
他
に
応
募
し
て
な

い
自
作
品
に
限
り
ま
す
。
応

募
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に

属
し
、
随
時
事
業
用
に
使
用

し
ま
す
。
 

◇
簡
保
融
資
に
よ
る
主
な
る

市
内
の
施
設
 

松
島
団
地
公
営
住
宅
、
南
小

学
校
、
第

一
中
学
校
、
三
好

中
学
校
増
築
部
分
、
ひ
ま
わ

り
児
童
公
園
、
松
島
団
地
児

童
公
園
、
柳
町
児
童
公
園
 
 

犬
の
登

録
と
狂
犬
病

の

予
防

注
射
を
し

て
 

く
だ

さ
い
 

愛
犬
を
放
し
飼
い
し
た
り
、
 

年
一
回
の
登
録
を
し
な
か
っ
た

り
、
春
秋
二
回
の
予
防
注
射
を

し
な
か
っ
た
と
き
は
、
県
が
指

定
し
た
捕
獲
人
に
捕
え
ら
れ
ま

す
。
 

十
月
六
日
か
ら
、
次
の
日
程

で
行
な
い
ま
す
か
ら
、
つ
り
銭

の
い
ら
ぬ
ょ
う
準
備
し
、
印
鑑
 

・

登
録
料
三
百
円

・
注
射
料
一
一

百
六
十
円
持
参
の
う
え
、
必
ず

予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
 

●

中
川
支
所
六
日
1
0時
ー
1
1
 

時
半
、
●
三
好
支
所
六
日
1
2時

半
ー
1
4時
半
、
●
栄
支
所
九
日
 

1
0時
ー
1
1時
半
、
●
梅
沢
支
所

九
日
1
3時
ー
1
4時
半
、
●
七
和

支
所
十
三
日
1
0時
ー
1
2時
、
●

高
野
・
小
笠
原
獣
医
宅
十
三
日
 

1
3時
ー
1
5時
、
●
松
野
木
・
小

栗
山
理
容
所
十
四
日
1
0時
ー
1
2
 

時
●
長
橋
支
所
十
四
日
1
3時
ー
 

1
5時
、
●
松
島
支
所
十
五
日
1
0
 

時
ー
1
2時
、
●
尻
無
斎
藤
精
米

所
十
五
日
1
3時
ー
1
4時
、
●
毘

沙
門
出
張
所
十
七
日
1
0時
ー
1
1
 

時
半
●
長
富
集
会
所
十
七
日
1
3
 

時
ー
1
4時
、
●
前
田
野
目
・
小

笠
原
謙
吉
宅
二
十
日
1
0時
半
ー
 

1
2時
●
飯
詰
支
所
二
十
日
1
0時
 

ー
1
2時
、
●
市
役
所
二
十
一
・

二
日
1
0時
ー
1
5時
。
 

善
意
を

続
け

る
 

市
社
協
第

一
支
部
 

度
々
の
善
意
で
市
民
か
ら
感

謝
さ
れ
て
い
る
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
第

一
支
部
（
旧
市
内
五

小
学
区
・
小
山
田
鳳
隆
支
部
長
 

）
は
、
こ
ん
ど
は
、
老
人
福
祉

週
間
中
の
九
月
十
九
日
、
二
十

五
人
の
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

と
、
五
十
五
人
の
八
十
歳
以
上

の
人
、
計
八
十
人
の
お
年
寄
り

に
、
五
百
円
相
当
の
バ

ス
タ
オ

ル
四
万
円
代
を
贈
っ
て
、
慰
問

激
励
し
ま
し
た
。
 

飯詰の青森テレビ送信所ができます 

灘
球
 

響

ば

7
ン
テ
ナ
 

（
中
 
り
出
す
、
パ
ラ
 

す
。
 

社
屋
は
敷
地
 

六
千
六
百
三
十

初
 
平
方

メ
ー
ト
ル

助
 
建
物
は
延
べ
千

機
 
五
十
六
平
方
メ

る
 
ー
ト
ル
で
、
演
 

サ
醸
融
雌
「
 

俸
 
所
に
番
組
を
送
 

NHK伸びゆく放送展 

7 月21日、人類が初めて月に

降り立ったとき、テレビはその

劇的瞬間を全人類に伝えました

現代は情報化時代といわれ、 

その中でもテレビ・ラジオは、 

いわば神経中枢の役目を果し、 

生活と切りはなすことのできな

いものとなっております。 

ことしはラジオ放送を始めて

から44年、また、テレビ放送も 

16年目を迎えます。 

と き 10月4日～12日 
（ただし 7日は休み） 
10時～18時 

ところ 青森市カネ長武田デパ 

ート6階入場無料です 


